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である。こどもたちがつま先立ちになってカラフルな投票箱 票を入れる様子は微笑ましく、権威主義時代を知る国民には民主主義の大きな前進 も映 はずだ。しかし、その牧歌的 風景とは裏腹に、「選挙結果」が浮き彫りにするメキシコ社会の現実は厳しい。本稿では、メキシコ政治と選挙の関係と、こども選挙の展開について簡単に紹介したい。●現代メキシコ政治と選挙　
二〇世紀のメキシコ政治史は選
挙をめぐる歴史とも読める。かつて、政治学者サルトーリの分類で「ヘゲモニー政党制」の代表例と
されたメキシコでは、一九二九年にその前身が創設された制度的革命党（ＰＲＩ）が、二〇〇〇年の政権交代まで七一年間政権を担い、権威主義的統治を行った。文字どおりの一党独裁とは異なり、反対派の存在がある程度認められるヘゲモニー政党型のＰＲＩ権威主義体制では、体制維持の装置 して選挙が重要な役割を果たした。ただしそれは、民主主義体制下で国民の代表を選出するという意味においてではなく、体制に正統性を付与し、対外的には民主主義の体裁をアピールする機能によってであった。ＰＲＩ体制下の 挙ＰＲＩの勝利が選挙前からいつも約束されていたし、ＰＲＩの大統領選候補者は毎回八〇～九〇％台という信じがたい高得票率で勝利を収めてきた。こうし 選挙における政権党の圧倒的な強さは、政
府に従属する選挙管理委員会や、ＰＲＩのお家芸たる、バラエティ豊かな選挙不正・票の買収によっても支えられたものであり ＰＲＩ体制下の選挙は当然ながら自由でも公正でもなかっ 。　
以上のようなＰＲＩ体制の特色
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風景として定着してきたこども選挙だが、近年の選挙結果から浮かび上がる現実は厳しいものである。二〇一二年のこども選挙では、麻薬をめぐる暴力に関する質問項目が注目 集めた。 「わた が住んでいるところでは銃撃戦があり、死者が出ている」 という項目に 「はい」と答えた人の割合 、六歳から一五歳ま の回答者全体の約二四％にのぼり、もっとも多かった一五歳では三三 ・ 五％に達した。実に三人に一人が、近所で銃弾が飛び交う環境に暮らしている状況が示唆される。全国平均を超えたのは、チワワ州をはじめ、麻薬関連の治安の悪化が懸念される北部諸州であった。また、一五歳の回答者のうち三〇 ・五％ 「近所で麻薬を勧められたことがある」と答え、一三 ・九％が「犯罪組織からその一員となるよういわれたことがある」と回答している。　
一方、二〇一五年のこども選挙
では、年齢が上がるにつれ 軍や行政への不信感が強まる いう結
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